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研究成果の概要（和文）： 本研究の核心をなす「問い」、それは利益とは何であり、如何に測定すべきかであ
り、具体的には、経済理論に基礎づけられた、新たな操作性ある利益概念を構築することである。現代ファイナ
ンス理論の観点に立てば、投資主体の目的は、多期間フロー流列の最適化であって、一時点でのストック価値最
大化ではない。本研究では、こうした観点と整合的な利益概念の構築を進め、無リスクフロー流列をベンチマー
クとして、変動する割引率の下、多期間フロー流列最適化と整合的かつ操作性ある利益概念構築が理論的に可能
であることを示した。

研究成果の概要（英文）： The core question of this research is what income is and how it is 
measured. More concretely, I have tried to construct an operational income concept based on economic
 theory. From the viewpoint of modern finance theory, the investor's aim is not to maximize the 
value of the stock, but to construct the optimal multiperiod income flows. In this research, I have 
tried to construct an income concept consistent with the aforementioned aim, and have shown that 
such a concept exists.

研究分野：社会科学

キーワード： 財務会計

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　利益概念を検討する際にあたって、従来のもっぱら会計概念間の整合性を念頭に置いた基礎研究とは異なる、
動学的最適化の観点から、会計情報の利用者である投資家の観点に立ち、フロー流列のストックに対する概念的
先行性を示した。
　会計基準設定において、収益費用アプローチと資産負債アプローチが対比される。本研究は前者の後者に対す
る優位性を示すことで、基準設定のあり方に一定の方向性を示唆している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
現実に測定可能な操作性ある利益概念を構築するには、『価値と資本』においてジョン・ヒッ
クスが所得の中心的意味の近似とした「所得No. 2」を直接観察することできないゆえ、さらな
る理論的近似を行わねばならない。にもかかわらず、半世紀以上前にシドニー・アレキサンダー
が《variable income》概念を提唱して以来、会計研究においては、ほとんど新たな発展がみ 
られない。日本の会計実務では、2006年に公表された概念フレームワークに基づき、利益認識
のあり方がリスクからの解放という考え方で明確化されたものの、利益概念の操作性を念頭に
置いた理論的精緻化には、多くの課題が残っている。 
 
２．研究の目的 
 本研究の核心をなす「問い」、それは利益とは何か、如何に測定すべきか、であり、具体的な
目的は、経済理論に基礎づけられた、新たな操作性ある利益概念を構築することである。まず、
斎藤静樹とともに行ってきた、理論的・実証的根拠のある利益概念再構築に向けた共同研究の成
果をさらに発展させ、割引率が変動するという事実と動学的最適化に基づく資産価格理論の成
果を取り入れつつ、会計研究の片隅に追いやられていた利益概念の理論的検討を行うこととし
た。多期間最適化の観点からいえば、無リスクとはフロー流列が事前に確定していることである。
本研究では、無リスクフロー流列をベンチマークとして、変動する割引率の下、多期間フロー流
列最適化と整合的かつ操作性ある利益概念が構築できることを示すことを目指した。 
 そのうえで、利益概念を中心に据えた会計測定と統合理論の融合を目指した。なぜなら、会計
システムという枠組みの下で理論的に基礎付けられた利益測定を行うには、利益が個別取引の
統合（集計）量であるという視点、すなわち統合理論の知見が欠かせないからである。井尻雄士
が指摘するように、統合理論の研究対象は、ミクロシステム、マクロシステム及び統合関数から
構成される統合構造であり、統合関数によって、ミクロシステムの要素とマクロシステムの要素
が関係づけられる。情報を有するのは両システムであって、統合関数はなんら新たな情報を作り
出さない。会計測定においても、ミクロとマクロのシステムをそれぞれ別のものと考えるのでは
なく、統合によって両者を結びつけようとすることで、両者を調和させる必要性が生じる。その
過程で、多期間動学的最適化に基づく現代ファイナンス理論と整合的かつ操作可能な利益概念
をさらに精緻化することを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
本研究においては、その学際的性格からまず方法論的基礎を確立することが不可欠であった。
したがって、認識論、ミクロ経済学、資産価格理論など、広い範囲にわたる文献調査を行った。
そのうえで、操作可能な利益概念の構築を図った。研究の途上であっても、内外の会計のみなら
ず他分野の研究者からのフィードバックを得るべく、その成果を積極的にワークショップ等で
報告し、ワーキングペーパーとして公表した。最終的には、雑誌論文あるいは著書のかたちで成
果を公にした。 
 
４．研究成果 
 斎藤静樹東京大学名誉教授とともに行ってきた、理論的・実証的根拠のある利益概念再構築に
向けた共同研究に基づき、割引率が変動するという事実と動学的最適化に基づく資産価格理論
の成果を取り入れつつ、無リスクフロー流列をベンチマークとして、変動する割引率の下、多期
間フロー流列最適化と整合的かつ操作性ある利益概念を構築することができた。また、この利益
概念が、《variable income》と整合性を持った概念であることを示すことができた。さらに、会
計測定に関する基礎研究を行い、名目勘定概念の重要性を再認識することができた。 
 動学的最適化に基づく資産価格理論と整合性を持った、のれん概念とそれに対応した会計認
識・測定の在り方に関して考察を進めた。具体的には、のれんの存在を市場均衡からの乖離がも
たらす経営者による裁定行動の結果ととらえたうえで、その一時的性格ゆえ、のれん償却が必要
となることを明らかにすることができた。市場均衡からの乖離は、アントレプレナーとしての経
営者の現状認識の相違から生じるととらえることで、会計研究における認識論的考察の重要性
を再確認することができた。 
 動学的最適化に基づく資産価格理論と整合性をもち、かつ人間の限定的認識能力に対処しう
る会計認識・測定のあり方について考察を進めた。具体的には、資本コストとコーポレートガバ
ナンスという実務と研究両方の世界で注目されているテーマを通じて、市場経済のバックグラ
ウンドであり半ば無意識のうちに人間行動を規定する、第二の自然となった「たかが会計」の重
要性を明らかにした。 
 髙橋美穂子法政大学教授の協力を得て、会計測定をめぐる議論にも影響を与えている時系列
データの平均回帰現象について、理論的・実証的観点から批判的に検討した。 
データの定常性と投資家の合理的期待形成という実証研究の基本的仮定を再検討することを



通じて、会計測定と資産評価モデルの密接な関係を明らかにすることができた。また、現実の問
題への応用に関して、鉄道を例に、会計測定が公共政策に及ぼす影響などを書籍にまとめること
ができた。 
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